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新羅唯識研究の現況：写本研究を中⼼に（2021/10/10）      師 茂樹 

近年の新羅唯識研究の動向 
東国⼤学校を中⼼に、新羅唯識研究が⼤きく進展した。イ・スミの⼀連の研究をはじめとして、英語に

よる新羅唯識研究も活発化している。 
• アメリカ宗教学会（AAR）2018 年度⼤会の Yogacara Unit で、新羅唯識パネル（サンディエゴ、2018

年 11 ⽉ 18 ⽇） 
→ Journal of Korean Religions 11/1 (2020)で Special Issue: Yogācāra Studies of Silla 

義寂 
朴姯娟（박광연 2013）により義寂『法華経論述記』等の研究が進展。2014 年には、以下のイベントが

開催された。 
• 「금산사와 한국의 유식사상」학술세미나（「⾦⼭寺と韓国の唯識思想」学術セミナー）」（韓国仏教
歴史⽂化紀念館、2014 年 4 ⽉ 18 ⽇） 
→ 『東国史学』第 56 集（2014）の特集「新羅義寂の仏教思想」 

元暁 
元暁⽣誕 1400 年にあたって、これまでほとんど研究されてこなかった⽂献（『中辺分別論疏』など）

を含む⽂献研究、思想研究が進展した。 
• 元暁⽣誕 1400 年記念国際学術⼤会「21 世紀 元曉學의 意味와 展望 ―元曉 撰述⽂獻의 系譜學的 

省察」（東国⼤学校、2017 年 5 ⽉ 19 ⽇） 
→ 동국대학교 불교문화연구원 HK 연구단 (2020)、Moro, Shigeki (2020) 

• ⾦沢⽂庫特別展「アンニョンハセヨ！元暁法師: ⽇本がみつめた新羅・⾼麗仏教」（2017 年 6 ⽉ 23
⽇〜8 ⽉ 20 ⽇） 
→ 神奈川県⽴⾦沢⽂庫・東国⼤学校仏教⽂化研究院 HK 研究団 (2017) 

• 国 際 仏 教 学 会 （ IABS ） パ ネ ル “ New Approaches to Wŏnhyo and His Thought̶A Panel in 
Commemoration of the 1400th Anniversary of His Birth”（トロント、2017 年 8 ⽉ 22 ⽇） 
それにともない、『判⽐量論』の写本断簡（⼤⾕⼤学所蔵写本のツレ）が発⾒されたことで、研究が⼤

きく進展した。 
• 国際学術⼤会「元暁と新羅仏教写本」（⾦沢⽂庫、2017 年 6 ⽉ 24 ⽇） 
• 「원효『판비량론』, 문헌과 사상의 재조명 [元暁『判⽐量論』、⽂献と思想の再照明]」（東国⼤学校、

2018 年 11 ⽉ 30 ⽇） 
→ 동국대학교 불교문화연구원 HK 연구단 (2021). 

円測 
『判⽐量論』写本断簡研究のなかで、円測『成唯識論疏』の写本断⽚が⾒いだされ、⼤きな話題となっ

た。 
• 「동아시아에 유전된 한국불교 문헌과 사상 [東アジアに流伝した韓国仏教⽂献と思想]」（東国⼤学

校、2019 年 5 ⽉ 18 ⽇） 
その他、円測のものと推定される『無量義経疏』の写本影印が出版され（東国⼤学校・⼤津市歴史博物

館 2018）、聖語蔵所収の沙⾨宗『因明正理⾨論注』に円測の因明⽂献の逸⽂が多く⾒いだされた（師茂
樹 2015）。また、作者不明の唯識系⽂献『神通論』に、円測の思想との共通性があることが指摘された
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（落合俊典 2015）。 
その他 

新羅撰述説もある『釈摩訶衍論』にみられる唯識思想に注⽬した⾦知妍の⼀連の研究も注⽬される
（김지연 2021）。 

伝弘法⼤師の古筆切と新羅唯識 
伝弘法⼤師の古筆切 
• ⾼野切、東寺切など多種あり。楷書、⾏書、草書など、形態を多様。 
• そのうち、新羅⽂献が多く含まれるのが東寺切 

§ 連綿しない⾏書。 
§ 「沙⾨空海」の署名がある、通称「コロコロ⼼経」（⿏跡⼼経）に由来する 
§ 奈良〜平安時代初期の写本の断⽚と推定される 

とりあえずの分類 
形態上の特徴や、先⾏研究においてツレと推定されているものをグループ化した。今後の研究で変化
する可能性は⼗分にある。また、現時点で分類できていない断⽚も少なくない。 
• グループ A：元暁『判⽐量論』（동국대학교 불교문화연구원 HK 연구단 2021, 神奈川県⽴⾦沢⽂庫・

東国⼤学校仏教⽂化研究院 HK 研究団 2017, 김성철 2016, 김영석 2017, 国⽂学研究資料館普及・
連携活動事業部 2005, 岡本⼀平 2018a/2018b） 
§ 新羅語と思われる⾓筆が書かれているものもある。 

• グループ B：⼀⾏ 27〜28 ⽂字、界線あり 
§ 基『成唯識論述記』、智周『因明⼊正理論疏前記』の抜書のような⽂献 

• グループC：『成唯識論』注釈書 
§ 円測『成唯識論疏』の断⽚が含まれていた（師茂樹 2019）：「⻄明疏九云「後三⼼⾒道所斷差別
漸證中、有其四説○⼀云、唯有四⼼。謂初⼀無間、後⼀解脱、中間⼆⼼、卽通⼆道。⼆云、唯有
五⼼。四⼼如前、從眞⼊相更起起勝進。三云、唯有六⼼。斷三品時、無間・解脱⼆道別故。四云、
七⼼。從眞⼊相起勝進故○今解、⼆⼗五釋猶未盡理。斷⼀品中合有漸斷。三師別說准前應思」云
云」（『成唯識論本⽂抄』） 

§ 『成唯識論』本⽂に印があるものがある（ツレか）。 
§ その他にも、未詳の『成唯識論』注釈書を含む（김영석は円測『成唯識論疏』であると推定して

いるが、確証はない） 
• グループD：⼀⾏ 25 ⽂字前後、界線なし 
• グループE：『神通論』もしくは『智惠訪⽂』 

§ 『神通論』は、『摂⼤乗論』（特に無性釈）などの引⽤が⾒られ、円測の思想との共通性があるこ
とが指摘されている（落合俊典 2015）。 

§ 『智惠訪⽂』にも『摂⼤乗論』（特に無性釈）などの引⽤が⾒られる。 
• グループ F：その他 
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